
◇  　令和２年度指定管理者事業評価書
指定管理料 利用料金 支出 施設運営の方針

初年度 17,858,000円 262,000円 14,027,597円
住民が住み続けたいと願うまちづくりの諸事業を展
開し、豊かで住みよい地域づくりを推進する。

２年目 17,889,000円 262,000円
住民が住み続けたいと願うまちづくりの諸事業を展
開し、豊かで住みよい地域づくりを推進する。

３年目 18,022,000円 262,000円
住民が住み続けたいと願うまちづくりの諸事業を展
開し、豊かで住みよい地域づくりを推進する。

令和2年4月1日 ～ 令和7年3月31日 ４年目 18,075,000円 262,000円
住民が住み続けたいと願うまちづくりの諸事業を展
開し、豊かで住みよい地域づくりを推進する。

令和2年4月1日 ～ 令和3年3月31日 ５年目 18,241,000円 262,000円
住民が住み続けたいと願うまちづくりの諸事業を展
開し、豊かで住みよい地域づくりを推進する。

●総合評価の基準

5 ☆☆☆☆☆ 評価基準のすべてが☆☆☆以上で、かつ、最も多い評価が☆☆☆☆☆である 非公募

4 ☆☆☆☆ 評価基準のすべてが☆☆☆以上で、かつ、最も多い評価が☆☆☆☆である 使用料

3 ☆☆☆ 評価基準の最も多い評価が☆☆☆である 平成29年4月1日

2 ☆☆ 評価基準の最も多い評価が☆☆である

1 ☆ 評価基準に☆が１以上ある 市直営

◆総括評価を概括した総合評価の所見(成果・改善等)

●指定管理者の総合自己評価… ●市(施設所管課)の総合評価… ☆☆☆☆

第２期指定管理のスタートの年として、各事業の計画および実施に際し、今まで以上の効果が得ら
れるよう創意工夫を図る。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で、年間利用者数は大きく減少したが、地域住民
主体の野菜無人販売所の運営など地域のまちづくり拠点として多様な事業・施設活用に努めら
れた。
また、情報発信においては、地域情報やＨＰ上で積極的に発信を行われた。ＨＰでの情報発信
では無人販売所の野菜の入荷情報も発信されるなど工夫されながらサービス向上に努められ
た。

事業目標および管理・運営に対する自己評価(事業年度終了後記入） 公募・非公募、使用料・利用料金制の導入についての効果の検証

　施設の臨時休館（５月）という経験したことがない事態となり、全ての事業運営の具体的な推進方
法を再考する良い機会でもあった。今までとは違う方法により目的等を変更せず実施する方法を
考案することのむつかしさを感じた一年であった。工夫等はしたが、年間利用者数等は大きく減少
した。

（応募状況等（非公募の場合は、非公募理由等））
　地域に根ざした文化芸術活動を通じ、本市の文化芸術の振興を図ることが出来る団体は現
指定管理者以外にはなく、非公募による選定とした。

　（利用者数の状況等）
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり、昨年度と比較して貸館件数や利用者数の減少
となった。

使用料・利用料金制の別

指定管理者による運営開始日

施設の供用開始日

指定管理導入前の運営形態

☆☆☆☆
        ２年度の管理・運営に係る事業目標（年度当初に記入） 事業目標および管理・運営に対する評価(事業年度終了後記入）

指定期間

評価対象期間

○その他の項目

公募・非公募の別

施設ＨＰアドレス www.machikyou.jp/kasanuihigashi

指定管理者名 笠縫東学区まちづくり協議会

施設名 笠縫東まちづくりセンター 経理の状況

施設所管課 まちづくり協働部 まちづくり協働課
収入は、事業実施に係る制限もあり目標に達しなかった
が、施設維持管理経費以外の部分で節減に努め、総合的
には堅実な運営が進められた。

http://www.machikyou.jp/kasanuihigashi


◆評価基準

☆☆☆☆☆

☆☆☆☆

☆☆☆

☆☆

☆

施設の管理運営に関する業務の基準

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

施設および備品の維持管理等

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆ ☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆ ☆☆☆

センター条例第３条に掲げる事業の実施に関する業務の基準

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆☆

組織の管理運営および提出物等にかかる業務に関する基準

指定管理者の自己評価 市(施設所管課)の評価

上半期評価 上半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆

下半期評価 下半期評価

☆☆☆☆ ☆☆☆

評
価
項
目
4

年間を通して適正な職員配置（防火管理者含む）に努めた。組織として管理運営を進
めるため、主な研修は毎日のOJTを進めてきた。

仕様書の基準を遵守し、適正な職員配置など問題なく組織管理が行われた。
また、新規職員に対しては日々のＯＪＴ研修を行うなど人材育成に努められた。

組織として管理運営を進めるため、主な研修は毎日のOJTを進めてきた。中間支援組
織が開催する研修にも積極的に参加している。例年２月の１か月間を利用者アンケー
トを実施する月と定め実施している。

上半期に引き続き仕様書の基準を遵守し、中間支援組織が開催する研修を活用するな
ど人材育成に努められた。
利用者アンケートで出た意見については、今後の管理運営に反映できるよう努められた
い。

評
価
項
目
3

臨時休館となった５月は、駐車場において住民主体の野菜等の「無人販売所」の運営がされ
た。事業等の実施は、感染対策を充分に講じ、できる範囲で開催した。地域での諸事業の中止
が増加の傾向にあったが、何とか毎月１回の情報誌の発行ができた。ホームページには、毎日
の野菜等の入荷情報や施設の利用状況を更新するなど、サービスの向上に努めた。

仕様書の基準を遵守し、毎月の地域情報誌の発行やＨＰ上での情報発信に努められた。
また、地域住民主体の野菜の無人販売所の運営など地域のまちづくり拠点として多様な
施設活用に努められた。

事業等の実施は、感染対策を充分に講じ、できる範囲で開催した。地域での諸事業の
中止が増加の傾向にあったが、何とか毎月１回の情報誌の発行ができた。ホームペー
ジには、毎日の野菜等の入荷情報や施設の利用状況を更新するなど、サービスの向
上に努めた。

上半期に引き続き仕様書の基準を遵守し、ＨＰ上では学区の事業等の情報発信だけでな
く、無人販売所の野菜の入荷情報を発信するなどサービス向上に努められた。

評
価
項
目
2

２４時間の警備に努めるとともに、日頃の衛生環境の保持に加え、感染防止対策のた
め備品等にはこまめな消毒を心掛けた。駐車場については、第二給食センターの建設
に係る関係車両の出入りが頻繫で駐車場管理は多少困難。

仕様書の基準を遵守し、２４時間警備や衛生環境の保持を行うことで、安全な施設および
備品の維持管理に努められた。

２４時間の警備に努めるとともに、日頃の衛生環境の保持に加え、感染防止対策のた
め備品当にはこまめな消毒を心掛けた。駐車場については、第二給食センターの建設
に係る関係車両の出入りが頻繫で駐車場管理は多少困難。

上半期に引き続き仕様書の基準を遵守し、２４時間警備や衛生環境の保持を行うことで、
安全な施設および備品の維持管理に努められた。

評
価
項
目
1

施設の臨時休館（５月）という経験したことがない事態となり、利用状況は減となった。
新型コロナウイルス感染症対策を進めるにも、店頭での商品不足により苦慮した。

仕様書の基準を遵守し、貸館業務をはじめとする管理運営について適正に実施された。
また、新型コロナウイルス感染症対策については、備品を用意して適正に実施された。

新型コロナウイルス感染症の影響により自主教室等の利用団体が自主的に利用の自
粛措置を取られることが増加し、施設の利用状況は大幅な減となった。感染症対策に
ついては、機器や消毒液等の消耗品の店頭購入もほぼ安定してきた。

上半期に引き続き仕様書の基準を遵守し、適正な管理運営を実施された。
施設の利用状況は新型コロナウイルス感染症対策の影響で大幅な減少となったが、適
切な感染症対策で安心・安全な施設利用に努められた。

◇施設に係る主な指定管理業務
・施設の管理運営に関する業務
・施設および備品の維持管理等
・センター条例第３条に掲げる事業の実施に関する業務
・組織の管理運営および提出物等にかかる業務

仕様書・協定書等の基準を遵守し、その水準よりもはるかに優れた内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守し、その水準よりも優れた内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守し、概ねその水準に沿った内容である

仕様書・協定書等の基準は遵守し、若干の改善が必要な内容である

仕様書・協定書等の基準を遵守しておらず、改善が必要な内容である


